職種：清掃管理　　職務：現場監督

【概要】

ビル内外の環境を清潔に保つため、日常清掃、定期清掃、特別清掃、建物用途別清掃など、ビル内及び外回りで実施される清掃現場において、現場での作業が所定の品質を確保して滞りなく実施できるよう管理監督する業務。

【仕事の内容】

所定の清掃業務が適切に行われているか、与えられた業務が円滑に進むよう管理・統率する。

業務の推進にあたっては、品質向上、経費節約、時間短縮、安全確保等をふまえ、現場への指導・指示及び部門間における業務の調整を適切に行うとともに、不具合点、問題が発生した場合は、すみやかに対応し総合的に適切な判断・改善策をくだす。また、多くの仕事が併行しチームで分担して進められるため、作業計画や人員配置計画の立案も行う。
清掃現場を束ねる管理・監督職として、職員一人ひとりの個性と能力を引き出すなど、人材が最大限に活用される環境づくりに努める。さらに、健康管理や職場の安全確保に心掛けるなど、現場が円滑かつ効果的に運営できるよう努める。

【求められる経験・能力】

（1） 現場監督には、特に学歴、免許、資格等に特別なものは必要ないが、現場での経験と仕事内容・技能の基本的知識・習得は必要である。正社員として入社した場合は、２～３年で現場主任補佐、その後数年で現場監督へと昇進するのが一般的である。
（2） 清掃業務は、他人が働く事務所や店舗、あるいは、マンション、ホテル、病院などそれぞれ特別な配慮を要する現場においての仕事となるため、現場の特性を理解し、理解・配慮した上で仕事を進める責任感と誠実な姿勢が望まれる。また、そのための幅広い知識や客先との円滑なコミュニケーション能力も求められる。
（3） 現場監督職務は、部下や現場の従業員に指示を行うなど、強力なリーダーシップを発揮して、部下の持つ能力を十分発揮させていく立場にある。このため、仕事上の知識・技能を正確に効率よく教える(伝達する)だけの実務知識とともに、仕事の教え方、人の扱い方など、円滑な対人関係構築能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］
· 清掃作業監督者［財団法人 ビル管理教育センター］

· 病院清掃受託責任者［社団法人 全国ビルメンテナンス協会］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

２３１
会社の管理職員

３８９
その他の居住施設・ビル等の管理の職業


